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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】施工状態における外観に優れ、且つ換気口に雨
水が浸入することを抑制できる換気口カバーを提供する
。
【解決手段】傾斜した屋根下地上に、下段屋根材３Ａと
、下段屋根材３Ａ上に軒側部分を重ねた上段屋根材３Ｂ
とが設けられる屋根において、下段屋根材３Ａに載置さ
れ且つ上段屋根材３Ｂと並べて設けられて屋根下地に設
けられた換気口を覆う換気口カバー１である。換気口カ
バー１は、上段屋根材３Ｂの軒側端面と揃えて配置され
る軒側端面部１７を有する。換気口カバー１は、軒側端
面部１７よりも軒側に向けて突出して下段屋根材３Ａの
上面に沿って配置されるフランジ部２３を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　傾斜した屋根下地上に、下段屋根材と、この下段屋根材上に軒側部分を重ねた上段屋根
材とが設けられる屋根において、前記下段屋根材に載置され且つ前記上段屋根材と並べて
設けられて前記屋根下地に設けられた換気口を覆う換気口カバーであって、前記上段屋根
材の軒側端面と揃えて配置される軒側端面部と、前記軒側端面部よりも軒側に向けて突出
して前記下段屋根材の上面に沿って配置されるフランジ部を有することを特徴とする換気
口カバー。
【請求項２】
　前記軒側端面部に前記換気口に通じる通気口が形成され、前記フランジ部の軒側端部に
前記通気口に対向配置される立上片部が形成されたことを特徴とする請求項１に記載の換
気口カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は屋根下地に形成された換気口を覆う換気口カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には野地板に設けられた換気口を覆う換気口カバーが開示されている。この
換気口カバーは下段屋根材の上に上段屋根材の軒側部分が重ねられる屋根において下段屋
根材上に設置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－２５７２２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで特許文献１の換気口カバーはその軒側端面部を軒棟方向において当該換気口カ
バーに隣接する上段屋根材の軒側端面と揃えて配置するのがよい。換気口カバーを上段屋
根材と一体的な外観にすることができるからである。
【０００５】
　しかし、このようにすると、当該換気口カバーを設置した下段屋根材上の雨水が下段屋
根材の上面に沿って吹き上げられ、換気口カバーの軒側端部と下段屋根材の間から換気口
カバー内に浸入する恐れがある。また、下段屋根材上の雨水は上段屋根材の軒側端面に沿
って換気口カバー側に流れる可能性もあり、この雨水が換気口カバーの軒側端部と下段屋
根材の間から換気口カバー内に浸入することも懸念される。そして、このように換気口カ
バー内に雨水が浸入した場合、この雨水が換気口から建物内部に侵入する恐れがある。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、施工状態における外観に優れ、且つ
換気口に雨水が浸入することを抑制できる換気口カバーを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明の換気口カバーは、傾斜した屋根下地上に、下段屋根
材と、この下段屋根材上に軒側部分を重ねた上段屋根材とが設けられる屋根において、前
記下段屋根材に載置され且つ前記上段屋根材と並べて設けられて前記屋根下地に設けられ
た換気口を覆う換気口カバーであって、前記上段屋根材の軒側端面と揃えて配置される軒
側端面部と、前記軒側端面部よりも軒側に向けて突出して前記下段屋根材の上面に沿って
配置されるフランジ部を有することを特徴とする。
【０００８】
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　また、前記軒側端面部に前記換気口に通じる通気口が形成され、前記フランジ部の軒側
端部に前記通気口に対向配置される立上片部が形成されることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明にあっては、軒側端面部を上段屋根材の軒側端面と揃えて配置することができ、
施工状態における換気口カバーを屋根材と一体的で良好な外観にすることができる。また
、軒側端面部よりも軒側に向けて突出するフランジ部を下段屋根材の上面に沿って設ける
ことができる。このようにすると、下段屋根材の上面に沿って吹き上げられた雨水は、下
段屋根材の上面とフランジ部の下面との間に浸入し難くなる。また、下段屋根材上の雨水
が上段屋根材の軒側端面に沿って換気口カバー側に向かって流れたとしても、この雨水が
下段屋根材の上面とフランジ部の下面との間に浸入し難くなる。従って、換気口カバーの
内部には雨水が浸入し難くなり、換気口から建物内部に雨水が浸入し難くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第一実施形態の換気口カバーの施工状態を示す斜視図である。
【図２】同上の屋根の換気口カバーが設けられた部分の断面図である。
【図３】同上の換気口カバーの平面図である。
【図４】同上の流路形成部材を施工した状態を示す斜視図である。
【図５】同上の捨板を施工した状態を示す斜視図である。
【図６】同上の上段屋根材を施工する前においてカバー部材を施工した状態を示す斜視図
である。
【図７】第二実施形態の換気口カバーの施工状態を示す斜視図である。
【図８】同上の屋根の換気口カバーが設けられた部分の断面図である。
【図９】同上の換気口カバーの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（第一実施形態）
　第一実施形態の換気口カバー１は、図１に示されるように建物の屋根に設けられる。こ
の屋根は、傾斜した屋根下地２（図２参照）上に多数の屋根材３を葺くことで形成される
。本実施形態の屋根下地２は野地板である。
【００１２】
　各屋根材３はスレート製の平板状瓦である。屋根材３は、平面視で軒棟方向と直交する
左右方向に長い略長方形状に形成されている。ここで、軒棟方向とは屋根の傾斜方向であ
る。
【００１３】
　図２に示されるように屋根材３は屋根下地２上に防水シート３１を介して左右方向及び
軒棟方向に複数設けられる。各屋根材３は釘等の固着具によって屋根下地２に固定される
。図１に示されるように屋根材３は、軒側（軒棟方向における下側）の屋根材３から棟側
（軒棟方向における上側）に向かって順に葺かれる。
【００１４】
　屋根材３は左右方向に隣接する屋根材３と端面同士を突き合わせて配置される。左右方
向に隣接する屋根材３の軒側端面は軒棟方向において揃えて配置される。屋根材３は、下
段の屋根材３とその左右長さの１／２の寸法だけずらして配置される。屋根材３は、棟側
部分に上段両側に位置する屋根材３の軒側部分が重ねて載置される。具体的には、屋根材
３は棟側の略半部に、この上段両側に位置する屋根材３の軒側の略半部が重ねて載置され
る。屋根材３は、軒側の略半部が上面を露出させる曝露部６となり、棟側の略半部が上段
の屋根材３によって上面が覆われる非曝露部７となる。
【００１５】
　換気口カバー１は図１に示されるように左右方向に並ぶ二枚の屋根材３上に跨って設け
られる。以下、これら換気口カバー１が設置される屋根材３を下段屋根材３Ａと記載する
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。
【００１６】
　屋根下地２には、図２に示されるように建物内部の屋根裏空間を屋外に連通させる換気
口４が設けられる。換気口４は平面視で軒棟方向と直交する左右方向に長い長方形状に形
成される。換気口４は下段屋根材３Ａの施工前に設けられる。
【００１７】
　図４に示されるように隣り合う下段屋根材３Ａの突き合わせ側端部の棟側端部には、切
欠８が形成されている。両下段屋根材３Ａは、両切欠８によって構成される長方形状の開
口部９の軒側端部に換気口４が配置されるように屋根下地２上に設けられる。
【００１８】
　屋根下地２の開口部９に対応する部分において換気口４を設けた箇所以外の部分には、
下段屋根材３Ａと同じ厚みを有する屋根材１０が載置される。屋根材１０としては、例え
ば前記切欠８を形成するにあたって下段屋根材３Ａを切り取って得られた部分が用いられ
る。
【００１９】
　図２に示されるように換気口カバー１は、換気口４を覆うカバー部材１１と、カバー部
材１１の軒側端部に連結される流路形成部材１３を備えている。
【００２０】
　流路形成部材１３は鋼板を折り曲げて形成したものであり、左右方向に長い長尺な部材
である。流路形成部材１３は屋根材３と左右方向の長さが同じである。
【００２１】
　流路形成部材１３は、連結部２２、フランジ部２３、立上片部２４、及び水返し片部２
５を有している。連結部２２は、横片部２６、突片部２７、及び接続片部２８を有してい
る。接続片部２８は横片部２６の棟側端部から下側に向けて突出している。突片部２７は
横片部２６の軒側端部から下方に突出している。突片部２７の下端は接続片部２８の高さ
方向の中程に位置している。
【００２２】
　フランジ部２３は、接続片部２８の下端部（連結部２２の下端部）から軒側に向けて突
出している。立上片部２４はフランジ部２３の軒側端部に形成されている。水返し片部２
５はフランジ部２３から上側に突出している。水返し片部２５は軒棟方向において立上片
部２４と突片部２７の間に配置される。
【００２３】
　流路形成部材１３の長手方向における複数箇所には補強具３０が設けられる。各補強具
３０は、上片３２と下片３３を縦片３４で接続した側断面略コ字状に形成されている。各
補強具３０の上片３２、縦片３４、及び下片３３は、流路形成部材１３の横片部２６、接
続片部２８、及びフランジ部２３に沿って配置される。下片３３とフランジ部２３は図示
しないビスにより締結される。
【００２４】
　流路形成部材１３は図４に示されるように両下段屋根材３Ａに跨って載置される。流路
形成部材１３は、各下段屋根材３Ａに対して左右長さの１／２の寸法だけずらして設けら
れる。流路形成部材１３は、両下段屋根材３Ａにおいて、曝露部６に対応する部分と、非
曝露部７に対応する部分との境界部に設けられ、開口部９よりも軒側に配置される。流路
形成部材１３は釘やビス等の固着具を用いて屋根下地２に固定しても構わない。
【００２５】
　流路形成部材１３のフランジ部２３は図２に示される防水材、例えばＥＰＤＭ発泡体３
５を介して両下段屋根材３Ａに載置される。このため、下段屋根材３Ａの上面に沿って雨
水が吹き上げられたとしても、この雨水は両下段屋根材３Ａの上面とフランジ部２３の下
面との間に浸入し難い。また、吹き上げられた雨水が換気口カバー１により堰き止められ
て横走りしても、隣り合う上段屋根材３Ｂの軒側端面部よりもフランジ部２３が軒側に位
置しているため、横走りした雨水が隣り合う上段屋根材３Ｂの軒側端面部に流れ込み難く
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なり、換気口カバー１付近での雨水の浸入が抑制されるものである。
【００２６】
　図５に示されるように各下段屋根材３Ａの左右方向において流路形成部材１３の端部に
対応する箇所には捨板１４が載置される。各捨板１４は軒棟方向に長い長方形状に形成さ
れている。各捨板１４の軒側端部は流路形成部材１３の端部と下段屋根材３Ａの間に挿入
される。各捨板１４の軒側縁は軒棟方向においてフランジ部２３の軒側縁（立上片部２４
）と同位置に配置される。各捨板１４は釘やビス等の固着具を用いて屋根材３を通して屋
根下地２に固定してもよい。
【００２７】
　図６にも示されるように、カバー部材１１は鋼板を折り曲げて下方に開口する扁平な箱
状に形成されたものである。カバー部材１１は屋根材３と左右方向の長さが略同じである
。また、カバー部材１１と屋根材３の曝露部６は軒棟方向の長さが略同じである。
【００２８】
　カバー部材１１は、上面部１５と、左右両側の側面部１６と、軒側端面部１７と、棟側
面部１８を有している。上面部１５、側面部１６、軒側端面部１７、及び棟側面部１８は
、カバー部材１１の上面、側面、軒側端面、及び棟側の面の夫々を構成する。
【００２９】
　図２に示されるようにカバー部材１１の軒側端面部１７は、上面部１５の軒側縁部から
下側に向けて突出している。軒側端面部１７の下端はカバー部材１１の厚み方向における
中程に位置している。棟側面部１８は下側程棟側に位置するように傾斜している。棟側面
部１８の棟側端部には棟側に向けて突出する載置片部１２が形成されている。
【００３０】
　図６に示されるようにカバー部材１１の各側面部１６は、対応する捨板１４を介して下
段屋根材３Ａに載置される。具体的には、カバー部材１１の各側面部１６は捨板１４の幅
方向中間部に載置される。このようにカバー部材１１の側面部１６を捨板１４を介して下
段屋根材３Ａに載置することで、捨板１４と下段屋根材３Ａの間において換気口４側への
雨水の浸入を抑制することができる。また、カバー部材１１を捨板１４と別体にしたこと
で、カバー部材１１を簡易形状にすることができる。また、捨板１４の幅方向における換
気口４側の部分は側面部１６よりも換気口４側に配置される。このため、カバー部材１１
と捨板１４の間から換気口４側に雨水が浸入したとしても、この雨水を傾斜した捨板１４
の上面に沿って軒側に流すことができる。従って、開口部９に臨む屋根下地２や換気口４
側には雨水が至り難くなる。
【００３１】
　図２及び図６に示されるようにカバー部材１１の載置片部１２はパッキン１９を介して
屋根材１０及び下段屋根材３Ａに載置される。具体的には、載置片部１２の左右方向にお
ける中央部は、パッキン１９を介して屋根材１０に載置される。載置片部１２の左右方向
における両側部分（端部を除く）はパッキン１９を介して対応する下段屋根材３Ａに直接
載置される。載置片部１２の左右方向の両端部はパッキン１９及び対応する捨板１４を介
して対応する下段屋根材３Ａに載置される。
【００３２】
　カバー部材１１の上面部１５は、流路形成部材１３の横片部２６に載置される。カバー
部材１１の上面部１５は、固着具を用いて流路形成部材１３の横片部２６に連結される。
この固着具としては、例えば上面部１５から横片部２６を通して上片３２にねじ込まれる
ビスが用いられる。
【００３３】
　カバー部材１１の棟側面部１８又は上面部１５は、換気口４の上側に隙間を介して配置
される。これにより換気口４の上側は棟側面部１８又は上面部１５によって覆われる。
【００３４】
　カバー部材１１の軒側端面部１７は、軒棟方向において流路形成部材１３の立上片部２
４と水返し片部２５の間に配置される。軒側端面部１７の下端部とフランジ部２３の上面
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の間には、軒側に向けて開口し、換気口カバー１の内外を連通させる通気口２０が形成さ
れる。
【００３５】
　フランジ部２３の上面と突片部２７の下端の間には隙間２９が形成されている。カバー
部材１１の上面部１５と流路形成部材１３の水返し片部２５の間には隙間３６が形成され
る。通気口２０は、隙間３６、隙間２９、及び接続片部２８に形成された通孔（不図示）
を順に介して換気口４に連通する。この通気口２０と換気口４とを連通させる流路は上下
に蛇行している。このため通気口２０から換気口カバー１の内部に雨水が浸入したとして
も、この雨水が換気口４に至り難くなる。
【００３６】
　流路形成部材１３の両下段屋根材３Ａの上面に沿って配置されたフランジ部２３は、カ
バー部材１１の軒側端面部１７よりも軒側に突出する。このフランジ部２３の突出部分は
下段屋根材３Ａの曝露部６に対応する部分の上に配置される。
【００３７】
　フランジ部２３の軒側端部から立ち上げた立上片部２４は、通気口２０及び軒側端面部
１７に対向する。立上片部２４の上部と軒側端面部１７の間には上方に開口する隙間３７
が形成される。隙間３７は通気口２０と換気口カバー１の外部を連通させる。すなわち、
換気口カバー１の外部は、隙間３７及び通気口２０を順に介して換気口４に連通する。
【００３８】
　立上片部２４には、屋根材３の上面に沿って吹き上げられて通気口２０に向かう雨水が
当たるようになっている。このため、屋根材３の上面に沿って雨水が吹き上げられたとし
ても、この雨水が通気口２０に至ることを抑制できる。
【００３９】
　図１に示されるように換気口カバー１の左右両側には各下段屋根材３Ａの一段上の屋根
材３が設けられる。以下、これら屋根材３を上段屋根材３Ｂと記載する。
【００４０】
　各上段屋根材３Ｂの曝露部６は対応する下段屋根材３Ａの非曝露部７上に配置される。
ここで、各上段屋根材３Ｂの曝露部６における換気口カバー１側の端部は対応する捨板１
４を介して下段屋根材３Ａに載置される。
【００４１】
　各上段屋根材３Ｂの曝露部６における換気口カバー１側の端面は換気口カバー１の対応
する側面部１６に近接する。ここで、「近接」とは、上段屋根材３Ｂの端面が換気口カバ
ー１の側面部１６の外面に当接する又は近傍の位置に配置される状態をいう。なお、近接
された上段屋根材３Ｂの端面と換気口カバー１の側面部１６の外面とはシーリングにより
防水処理してもよい。
【００４２】
　各上段屋根材３Ｂの軒側端面は、軒棟方向において換気口カバー１の軒側端面部１７と
揃えて配置される。これにより各上段屋根材３Ｂの軒側端面と換気口カバー１の軒側端面
部１７の軒側の面とが略面一となり、換気口カバー１は屋根材３と一体的な外観となる。
【００４３】
　ここで、換気口カバー１のフランジ部２３は、各上段屋根材３Ｂの軒側端面よりも軒側
に突出する。このため、雨水が上段屋根材３Ｂの軒側端面に沿って換気口カバー１側に向
かって流れる横走りが生じたとしても、この雨水が両下段屋根材３Ａの上面とフランジ部
２３の下面との間に浸入し難くなる。
【００４４】
　屋根下地２における両上段屋根材３Ｂの非曝露部７の間の部分（換気口カバー１の直ぐ
棟側に位置する部分）の上には、上段屋根材３Ｂの非曝露部７と略同大同形の屋根材２１
（図２参照）が設けられる。屋根材２１の軒側端部は換気口カバー１の載置片部１２に載
置される。各上段屋根材３Ｂの非曝露部７及び屋根材２１の上にはさらに上段の屋根材３
の曝露部６が設けられる。
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【００４５】
　前記の屋根の換気構造を形成するにあたっては、例えば以下の施工がなされる。まず、
屋根下地２に換気口４が設けられる。次に屋根下地２上に各下段屋根材３Ａが設けられる
。次に両下段屋根材３Ａの上に補強具３０が設けられた流路形成部材１３が設けられる。
次に各下段屋根材３Ａの上に捨板１４が設けられる。次にカバー部材１１が両下段屋根材
３Ａの上に配置され、このカバー部材１１が流路形成部材１３に連結される。次にカバー
部材１１の両側に上段屋根材３Ｂが設けられ、また、換気口カバー１の棟側に屋根材２１
が設けられる。そして、各上段屋根材３Ｂのさらに一段上の屋根材３が設けられる。なお
、カバー部材１１の両側に上段屋根材３Ｂが設ける際の目印として、図４に示されるよう
にフランジ部２３の側端部に切り込みなどのマーク４９を設けてもよい。この場合、施工
が容易になるとともに、突出するフランジ部２３の突出量を安定して確保することができ
るものである。
【００４６】
　以上説明した本実施形態の換気口カバー１は、下段屋根材３Ａに載置され且つ上段屋根
材３Ｂと並べて設けられて屋根下地２に形成された換気口４を覆うものであり、上段屋根
材３Ｂの軒側端面と揃えて配置される軒側端面部１７を有している。このため、施工した
換気口カバー１を屋根材３と一体的な外観にすることができる。
【００４７】
　また、軒側端面部１７には換気口４に通じる通気口２０が形成され、フランジ部２３の
軒側端部には通気口２０に対向配置される立上片部２４が形成されている。このため、屋
根材３の上面に沿って雨水が吹き上げられたとしても、この雨水が通気口２０を介して換
気口カバー１の内部に侵入することを抑制できる。
【００４８】
　（第二実施形態）
　次に第一実施形態とは異なる第二実施形態について説明する。なお、以下の説明では、
第一実施形態と同一の構成については同一の番号を付与し、重複する説明は省略する。
【００４９】
　第二実施形態の換気口カバー１は、図７乃至図９に示されるようにカバー部材１１の上
面部１５に通気口２０が形成されている。通気口２０は、上面部１５の左右方向における
複数箇所において軒棟方向に複数設けられている。各通気口２０は左右方向に長いスリッ
ト状に形成されている。各通気口２０は上面部１５に切り溝を形成し、図８に示されるよ
うにこの切り溝に隣接する部分を下面側に突出させることで形成されている。カバー部材
１１の軒側端面部１７は下段屋根材３Ａの上面付近まで延びている。フランジ部２３は軒
側端面部１７の下端部から軒側に向けて突出している。なお、図８ではフランジ部２３と
下段屋根材３Ａの間に僅かな隙間が図示されているが、実際にはフランジ部２３は下段屋
根材３Ａの上面に接するように設けられる。
【００５０】
　カバー部材１１の上面部１５の下面には補助具４１が設けられる。補助具４１は側断面
逆Ｌ字状の鋼板である。補助具４１の横片４２はリベット等の固着具を用いて上面部１５
に固着される。補助具４１の縦片４３は上面部１５から下側に向けて突出する。
【００５１】
　換気口カバー１は、流路形成部材１３に代えて流路形成部材３９を備えている。流路形
成部材３９は、左右方向に長い長尺な部材であり、沿片部４４、棟側立上片部４５、及び
軒側立上片部４６を有している。
【００５２】
　沿片部４４は板状に形成されており、両下段屋根材３Ａに載置される。沿片部４４はカ
バー部材１１の上面部１５の下方にスペーサー４７を介して配置されており、リベット４
８により上面部１５に連結されている。
【００５３】
　棟側立上片部４５及び軒側立上片部４６は沿片部４４から上側に向けて突出している。
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棟側立上片部４５は軒棟方向において補助具４１の縦片４３よりも棟側に配置される。軒
側立上片部４６は軒棟方向において補助具４１の縦片４３よりも軒側に配置される。また
、軒側立上片部４６は軒棟方向において通気口２０よりも棟側に配置される。
【００５４】
　通気口２０は、カバー部材１１の上面部１５と軒側立上片部４６の間、補助具４１の縦
片部４３と沿片部４４の間、及び棟側立上片部４５と上面部１５の間を順に介して換気口
４に連通する。この通気口２０と換気口４とを連通させる流路は上下に蛇行している。
【００５５】
　本実施形態の換気口カバー１も、上段屋根材３Ｂの軒側端面と揃えて配置される軒側端
面部１７を有している。このため、施工した換気口カバー１を屋根材３と一体的な外観に
することができる。
【００５６】
　また、フランジ部２３は、第一実施形態のフランジ部２３と同様に、軒側端面部１７よ
りも軒側に向けて突出して下段屋根材３Ａの上面に沿って配置される。このため、換気口
カバー１の内部には雨水が浸入し難くなり、換気口４から建物内部に雨水が浸入し難くな
る。
【００５７】
　なお、本発明は、前記各実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しな
い範囲内で必要に応じて適宜設計変更可能である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　換気口カバー
　２　屋根下地
　３Ａ　下段屋根材
　３Ｂ　上段屋根材
　４　換気口
　１７　軒側端面部
　２０　通気口
　２３　フランジ部
　２４　立上片部



(9) JP 2013-204232 A 2013.10.7

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(10) JP 2013-204232 A 2013.10.7

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(11) JP 2013-204232 A 2013.10.7

フロントページの続き

(74)代理人  100136696
            弁理士　時岡　恭平
(74)代理人  100162248
            弁理士　木村　豊
(72)発明者  小笹山　徹
            大阪市中央区城見一丁目２番２７号　ケイミュー株式会社内


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

